
 

 

 

 

 第 41 回  例 会 報 告  2023.5.12  通算 1928 回 

 

 

・点 鐘          菊地会長 

 

・ロータリーソング 

 ｢君が代｣ ｢奉仕の理想｣ ｢四つのテスト｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー 亀井 麻也会員 

 

 

・会 長 挨 拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。 

2週間ぶりの例会になりますね。 

 

 

GW は楽しく過ごせたでしょうか？ コロナも 5/8 か

ら 5類に移行し 3年に及ぶコロナとの向き合い方が

大きく変化し経済の正常化に向けた大きな一歩を踏

み出しました。 

陽性者の療養期間が 7日から 5日へ 

濃厚接触者 5日間待機から特定しないへ 

検査等無料から自己負担有へ 

ワクチン無料で変わらず 

陽性者公表、毎日公表から週に一度へ 

このように変わりました。 これから私たちはコロナ

と向き合い共存していかなければなりませんが、 前

向きに考え一歩一歩歩いていきましょう。 

本日は青少年月間に因んでとなっております。  

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・幹 事 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

* ５月のロータリーレートは１ドル１３６円です 

* ロータリーの友５月号が届いております。 



* ガバナー月信５月号が届いております。 

* 浜中ロータリークラブから５月の例会案内が届

いています。 

* わっとだより第１１６号が届いております。 

* 明日の IM にご参加の皆様におかれましては、メ

ールでもご案内はしておりますがタクシー組、マ

イカー組それぞれのご対応でどうぞよろしくお

願いいたします。 

ネームプレートにつきましては、マイカー組は各

自で持参ください。タクシー組は私が一括してお

預かりしてお持ちいたします。 

昼食につきましてもマイカー組は各自にお任せい

たします。タクシー組は白糠の「はまなす」を予

約いたしました。昼食代は各自負担となりますが

どうぞよろしくお願いいたします。 

* 本日例会終了後に理事会がございます。会場は２

階の寿の間になりますのでご移動をよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

・委員会報告 

親睦委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本日のニコニコ献金 

次年度クラブ協議会参加会員より。15 名 

佐藤真之介会員 次年度クラブ協議会協力ありがと

うございました。 

 

 

 

・本日のプログラム 

「 青少年奉仕月間に因んで 」 

                 担当 環境青少年委員会 

◆前田委員長欠席の為 佐藤（潤）幹事代読 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月は、ロータリー特別月間「青少年奉仕」がテー

マです。ロータリー広報誌より「青少年奉仕」につ

いてご説明いたします。 

ロータリーにおける青少年のための活動は、1920年



5 月、ニューヨーク・ロータリークラブが地元団体

と協力して行った「Boys' Week」として始まりまし

た。 

1920 年、数年前に結成された活動委員会とともに 

Boys' Work プログラムが始まりました。1934 年に

は青少年週間（Youth Week）となり、1936年には「Boys 

and Girls' Week」（少年・少女週間）へと変わって

いきました。 

後に、インターアクト、ローターアクト、ロータリ

ー青少年交換といった青少年や若者のためのプロ

グラムが創設されました。2010年、新世代奉仕（現、

青少年奉仕）がロータリーの第 5 奉仕部門となり、

指導力育成活動、地元や海外での奉仕プロジェクト、

交換プログラムといった活動を通じて若い人々に

素晴らしい経験の機会を提供しています。 

  

ロータリーの主な青少年プログラム 

●ロータリー青少年交換 

 国際理解と親善の促進を目的として、1 学年度間

(長期)、または休暇期間中(短期)、15～19歳の若者

を海外へ派遣し、受け入れも行います。ホームステ

イや現地の学校に通うことで、異文化を体験します。 

留学したい人、ホストファミリーになりたい方、大

歓迎！(国際ロータリー日本青少年交換多地区合同

機構ウェブサイト rijyec.org) 

 

●RYLA (Rotary Youth Leadership Awards ロータ

リー青少年指導者養成プログラム) 

 主に中高生、大学生、若い成人を対象としたリー

ダーシップ養成プログラム。セミナー、合宿など、

その形式はさまざまです。 

●インターアクトクラブ (IAC) 

 12～18歳の中高生が、地元でのボランティア活動

や海外のインターアクトクラブ会員(インターアク

ター)との交流を通じて視野を広げ、国際感覚を養

っています。 

現在、第 2750地区には、ＰＢＧの 10クラブを含め

て、21のインターアクトクラブが活動しています。 

  

●ローターアクトクラブ (RAC) 

 18 歳以上のローターアクトクラブ会員(ローター

アクター)がリーダーシップや職業スキ 

ルを磨き、ロータリアンなど地元のリーダーと交わ

り奉仕活動を行っています。 

現在、第 2750 地区には、ＰＢＧの 2 クラブを含め

て 17 のローターアクトクラブが存在しています。

多数の外国人会員もいて、多様な会員構成になって

います。 

  

●ロータリー米山記念奨学金 

 日本初のロータリークラブを創立した米山梅吉

の遺徳を記念して始まった、日本で学ぶ外国人留学

生のための奨学金。日本全国のロータリアンや会員

企業の寄付によって、公益財団法人ロータリー米山

記念奨学会が運営しています。 

これまでに支援した奨学生は 129 の国と地域から 2

万人以上にのぼり、外国人留学生を対象とした民間

の奨学金では国内最大規模です。 

(ロータリー米山記念奨学会ウェブサイト  

www.rotary-yoneyama.or.jp) 

  

 



●ロータリーの奨学金 

 2017年に 100周年を迎えた「ロータリー財団」に

よる奨学制度は、異なる国や地域の人々の間に理解

と友好関係を推進することを目的として、1947年か

ら世界各地の学生を支援してきました。 

現在では、ロータリー財団の奨学金(グローバル補

助金)にとどまらず、地区やクラブによる奨学金(地

区補助金など)も含め、専門性の高い研究者を対象

としたものや、地域に合わせた高校・大学・大学院

レベルの奨学制度が運営されています。 

  

●ロータリー平和フェローシップ 

 ロータリー財団のプログラムの一つで、2002年に

創設。 奨学生(ロータリー平和フェロー)は世界 8

つの大学(一つは東京の国際基督教大学)にある7つ

のロータリー平和センターで平和や紛争解決のた

めの研究を行います。 

  

卒業したフェローたちは、国連や世界銀行、NGO な

どで活躍、平和な世界を築くために貢献しています。 

 

私は環境青少年委員会の委員長を務めております

が、実際にはこの活動に直接関わったこともなく、

南ロータリークラブ自身も取り組んでいなかった

と思います。 

１クラブ単体ではかなり難しい活動ではないかと

思っております。 

しかしながら全く無関心では前に進まないのです

から、今後将来のために知識と他地区の活動を参考

にしながら少しずつ準備を進めていく事は、南ロー

タリークラブの発展という意味で有益であると考

えます。 

青少年奉仕月間にて、今更ながら深堀する次第です。

知識が脆弱すぎてうまく説明することも出来ませ

んが、今は日本全国の活動内容に目を通しながら勉

強している次第です。今回も欠席にて直接進行する

ことは出来ませんが、後は佐藤幹事の力添えをいた

だき参考資料をもとに共通の理解をもとに、プログ

ラムの進行をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

・次回のプログラム 

５月２０日（土） 

「 花見例会 」移動例会 

会場 千代ノ浦マリンパーク 

バーベキューコーナー11:30～ 

 担当：親睦活動委員会 

・点 鐘              菊地会長 

今週の会報担当：長江勉会員 


